
東
北
の
玄
関
口

　

白
河
市
は
、
福
島
県
の
南
部
中
央
に
位
置
し
、

南
は
栃
木
県
那
須
町
に
隣
接
し
て
お
り
、
東
京
ま

で
は
約
１
８
５
㎞
の
距
離
に
あ
り
ま
す
。
面
積
は

約
３
０
５
㎢
、
人
口
は
、
６
万
５
７
１
１
人
（
平

成
17
年
度
国
勢
調
査
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
の
中
央
を
南
北
に
東
北
新
幹
線
と
東
北
縦
貫

自
動
車
道
が
走
り
、
福
島
空
港
ま
で
は
車
で
約
20

分
の
距
離
に
あ
る
な
ど
、
高
速
交
通
体
系
に
恵
ま

れ
、
時
間
的
に
も
首
都
圏
に
大
変
近
い
特
性
を
有

し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
古
く
か
ら
工
場
進

出
が
進
み
、
情
報
・
電
子
分
野
や
縫
製
関
係
、
住

友
ゴ
ム
工
業
株
式
会
社
白
河
工
場
に
代
表
さ
れ
る

自
動
車
関
連
産
業
、
味
覚
糖
株
式
会
社
福
島
工
場

に
代
表
さ
れ
る
食
品
産
業
な
ど
幅
広
い
業
種
の
企

業
が
立
地
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
稲
作
、
野

菜
、
果
樹
栽
培
な
ど
も
盛
ん
な
農
業
地
域
で
も
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
奥
州
三
古
関
の
一
つ
で
あ
る
「
白
河
関

跡
」、
白
河
藩
主
松
平
定
信
が
築
造
し
庶
民
に
開

放
し
た
日
本
最
古
の
公
園
と
い
わ
れ
る
「
南
湖
公

園
」
な
ど
、
観
光
資
源
に
も
恵
ま
れ
、
今
年
は
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
『
天
地
人
』
に
お
い
て
、
上
杉

軍
が
徳
川
軍
を
迎
え
撃
と
う
と
し
た
幻
の
白
河
決

戦
の
舞
台
〝
革
龍
原
防
塁
跡
”
も
脚
光
を
浴
び
て

お
り
ま
す
。

合
併
の
経
緯

　

平
成
の
大
合
併
の
動
き
は
、
平
成
14
年
１
月
、

旧
白
河
市
を
中
心
に
周
辺
の
８
市
町
村
を
対
象
と

し
た
法
定
合
併
協
議
会
設
置
の
住
民
請
求
に
つ
い

て
各
市
町
村
議
会
で
審
議
さ
れ
た
結
果
、
反
対
多

数
で
否
決
さ
れ
た
も
の
の
、
そ
の
後
、
平
成
15
年

12
月
に
旧
白
河
市
、
表
郷
村
、
大
信
村
の
３
市
村

に
よ
る
任
意
合
併
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、
合
併
に

向
け
た
本
格
的
な
協
議
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
平

成
16
年
５
月
に
は
法
定
合
併
協
議
会
に
移
行
し
、

さ
ら
に
同
年
８
月
に
は
東
村
が
加
入
、
計
20
回
に

わ
た
る
会
議
を
経
て
平
成
17
年
11
月
７
日
に
１
市

３
村
が
合
併
し
、新
生
白
河
市
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
合
併
に
よ
る
自
治
体
の
経
費
節
減
が

期
待
さ
れ
る
一
方
で
、
旧
１
市
３
村
に
は
人
口
、

財
政
規
模
に
お
い
て
大
き
な
差
が
あ
り
、「
中
心

部
だ
け
が
発
展
し
周
辺
部
が
取
り
残
さ
れ
る
」
の

で
は
な
い
か
、「
公
共
料
金
な
ど
の
住
民
負
担
が

増
加
す
る
」
の
で
は
な
い
か
、「
き
め
細
や
か
な

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
」
の
で
は
な
い

か
と
い
っ
た
不
安
も
大
き
く
、
こ
れ
ら
の
声
に
対

し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
そ
し
て

新
市
と
し
て
の
一
体
感
を
ど
の
よ
う
に
醸
成
し
て

い
く
の
か
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。

合
併
後
の
課
題
へ
の
取
り
組
み

　

こ
の
た
め
、
合
併
特
例
法
に
基
づ
く
「
地
域
自

治
区
」
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
代

表
で
組
織
す
る
「
地
域
協
議
会
」
を
設
置
す
る
こ

と
で
、
可
能
な
限
り
住
民
の
考
え
方
や
意
向
を
的

確
に
把
握
し
、
そ
れ
ら
を
行
政
運
営
に
反
映
さ
せ

る
体
制
を
と
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
協
議
会
で
取
り
ま
と
め
ら
れ
た

地
域
の
意
見
を
踏
ま
え
て
、
自
治
区
の
代
表
で
あ

る
地
域
自
治
区
長
と
地
域
協
議
会
が
緊
密
に
連
携

し
な
が
ら
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細
か
な

事
業
、
施
策
を
実
施
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

　

現
在
で
は
、定
期
的
に
地
域
協
議
会
を
開
催
し
、

白
河
市（
福
島
県
）

歴
史
・
文
化
が
薫
る
近
首
都
圏
都
市

「
し
ら
か
わ
」

地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
積
極
的
な
意
見
が

出
さ
れ
、
合
併
に
よ
る
不
安
の
解
消
は
も
と
よ
り

行
政
と
住
民
を
つ
な
ぐ
大
切
な
機
関
と
し
て
機
能

し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
均
衡
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
新
市

の
一
体
化
を
推
進
す
る
た
め
に
、
合
併
時
に
「
新

市
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
が
、

昨
年
度
に
は
、
こ
れ
を
踏
襲
し
た
「
第
１
次
白
河

市
総
合
計
画
」
を
策
定
し
、
こ
の
先
10
年
間
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
基
本
構
想
を
定
め
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

今
年
か
ら
来
年
に
か
け
て
は
、
市
民
か
ら
の
要

望
も
非
常
に
多
く
、
同
基
本
構
想
の
目
玉
で
あ
る

「
知
の
拠
点
」
と
し
て
の
新
図
書
館
を
含
む
多
目

的
複
合
施
設
の
建
設
を
行
っ
て
お
り
、
既
設
の
旧

３
村
の
図
書
館
と
の
電
算
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
統
合

や
、
県
立
図
書
館
の
蔵
書
・
資
料
の
横
断
検
索
な

ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
蔵
書
の
充
実
を
図
る
こ

と
で
、
新
市
全
域
に
お
い
て
市
民
の
学
習
意
欲
に

応
え
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
環
境
が
整
備

さ
れ
る
予
定
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
各

地
域
間
の
交
流
促
進
と
新
市
の
一
体
感
の
醸
成
が

一
層
進
む
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

産
業
の
振
興
に
よ
る
地
域
活
性
化

　

合
併
し
て
３
年
半
が
経
過
し
、
よ
う
や
く
新
市

と
し
て
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
将

来
に
向
け
て
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
に

は
、本
市
の
持
つ
豊
富
な
資
源
と
特
性
を
生
か
し
、

企
業
誘
致
を
進
め
る
と
と
も
に
地
場
産
業
の
底
上

げ
を
図
り
、
産
業
界
全
体
を
活
性
化
す
る
こ
と
が

特
に
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

先
人
の
英
知
に
学
び
ま
す
と
、老
中
と
し
て「
寛

政
の
改
革
」
を
行
っ
た
こ
と
で
も
有
名
な
松
平
定

信
は
、白
河
藩
主
と
し
て
も
数
々
の
業
績
を
残
し
、

中
で
も
１
７
８
３
年
の
藩
主
就
任
直
後
に
領
内
に

発
生
し
た
「
天
明
の
大だ

い
き
き
ん

飢
饉
」
の
際
に
は
、
米
穀

を
買
い
入
れ
、
領
内
富
裕
層
か
ら
米
穀
・
金
銭
の

提
供
を
求
め
て
困
窮
者
を
救
済
す
る
な
ど
、
危
機

克
服
に
努
め
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
た
と
伝

え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
後
も
、
藩
の
安
定
の
た
め
、

人
口
増
加
政
策
な
ど
の
農
村
復
興
、
陶
器
製
造
・

織
物
・
馬
産
・
製
鉄
な
ど
の
殖
産
興
業
、
人
材
育

成
の
た
め
の
藩
校
「
立
教
館
」、
郷
学
「
敷
教
舎
」

の
創
設
、
領
民
救
済
や
新
田
開
発
の
目
的
も
併
せ

持
っ
た
「
士
民
共
楽
（
武
士
も
庶
民
も
共
に
楽
し

む
）」
の
地
「
南
湖
」
の
造
営
な
ど
、
地
域
産
業

基
盤
を
強
固
な
も
の
と
す
る
た
め
の
多
岐
に
わ
た

る
政
策
を
実
行
し
て
い
ま
す
。

　

私
も
、
前
述
し
た
図
書
館
に
つ
い
て
、
図
書
館

機
能
の
外
に
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
な
ど
の
機

能
も
整
備
す
る
こ
と
で
、
各
地
域
住
民
が
ク
ラ
ブ

活
動
な
ど
を
通
し
て
交
流
を
深
め
る
場
を
提
供
す

る
と
と
も
に
、
既
存
企
業
に
対
す
る
経
営
相
談
、

人
材
確
保
・
育
成
、
企
業
間
の
取
引
斡
旋
な
ど
を

実
施
す
る
「
産
業
サ
ポ
ー
ト
白
河
」
の
設
立
、
周

辺
の
医
療
機
関
や
工
業
団
地
に
近
接
し
、
産
業
振

興
や
医
療
な
ど
の
面
か
ら
大
き
な
効
果
が
期
待
で

き
る
上
下
線
本
線
直
結
型
「
白
河
中
央
ス
マ
ー
ト

Ｉ
Ｃ
」
の
整
備
、
そ
し
て
積
極
的
な
企
業
誘
致
活

動
な
ど
を
通
し
て
、
地
域
産
業
の
底
上
げ
と
地
域

の
活
性
化
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
、
こ
の
先
、
本
市
が
発
展
を
続
け
て
い

く
た
め
に
何
が
必
要
か
、
ま
た
そ
の
た
め
に
何
が

で
き
る
の
か
を
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
考
え
、

市
政
執
行
に
全
力
を
傾
注
し
て
い
く
考
え
で
あ
り

ま
す
。

市町村合併への歩みと未来展望
合 併 の 経 緯

白河市
面積　305 ㎢／人口 65,711 人

平成15年	12月
旧白河市、表郷
村、大信村の3市
村による任意合併
協議会を設置

平成16年	 5月 法定合併協議会へ
移行

平成17年	11月 1市3村が合併し、
新「白河市」が誕生

平成16年	 8月
旧東村が協議会に加
わる（白河市・表郷
村・大信村・東村合
併協議会の設置）

隔 月 掲 載

　　AUGUST	2009	市政 46市政	AUGUST	200947

白河市長

鈴木和夫

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、人口は「住民基本台帳」による。

旧大信村

福島市

旧東村
旧表郷村

旧白河市



日
光
市
の
概
要

　

平
成
18
年
３
月
20
日
、
今
市
市
、
日
光
市
、
藤

原
町
、
足
尾
町
、
栗
山
村
の
５
市
町
村
が
合
併
し
、

「
日
光
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
栃
木
県
の
北
西
部
に
位
置
し
、
総
面

積
は
約
１
４
５
０
㎢
、
県
土
の
お
よ
そ
４
分
の
１

を
占
め
、
全
国
で
も
３
番
目
と
い
う
広
大
な
面
積

を
誇
り
ま
す
。
そ
の
市
域
に
は
、
日
光
、
尾
瀬
の

２
つ
の
国
立
公
園
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ

れ
た
「
奥
日
光
の
湿
原
」、世
界
遺
産
で
あ
る
「
日

光
の
社
寺
」、
世
界
一
長
い
並
木
道
と
し
て
ギ
ネ

ス
ブ
ッ
ク
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
日
光
杉
並
木
街

道
」、
鬼
怒
川
・
川
治
温
泉
、
湯
西
川
・
川
俣
・

奥
鬼
怒
温
泉
郷
、
日
本
の
近
代
化
を
支
え
た
産
業

遺
産
「
足
尾
銅
山
施
設
」
な
ど
、
豊
か
で
雄
大
な

自
然
と
、
世
界
に
誇
る
貴
重
な
歴
史
・
文
化
遺
産

な
ど
全
国
で
も
他
に
類
を
見
な
い
、
恵
ま
れ
た
地

域
資
源
を
有
し
て
お
り
ま
す
。
国
内
は
も
と
よ
り

海
外
か
ら
も
数
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
、
国
際

観
光
文
化
都
市
で
す
。
平
成
20
年
の
観
光
客
入
込

数
は
約
１
１
２
７
万
人
を
数
え
ま
し
た
。

合
併
の
背
景

　

地
方
分
権
時
代
の
到
来
と
と
も
に
、自
己
決
定
、

自
己
責
任
を
基
本
と
し
た
市
民
自
治
の
時
代
が
訪

れ
、
ま
た
、
安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
の
形
成
が

求
め
ら
れ
る
中
、
人
口
の
減
少
や
急
速
に
進
む
少

子
高
齢
化
へ
の
対
応
、
観
光
産
業
の
低
迷
や
中
心

市
街
地
の
活
力
喪
失
な
ど
地
域
経
済
活
動
の
低
迷

に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
逼ひ

っ
ぱ
く迫
し
た
財
政
状
況
を

建
て
直
し
、
安
定
し
た
行
財
政
基
盤
を
確
立
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
広
域
行
政
圏
を

構
成
し
、
地
域
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
５
市

町
村
に
よ
る
合
併
協
議
を
進
め
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

合
併
協
議

　

協
議
項
目
の
い
く
つ
か
は
、
合
併
協
議
会
の
中

に
小
委
員
会
を
設
け
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、「
議
会
議
員
の
定
数
お
よ
び
任
期
の
取

扱
い
」
に
つ
い
て
は
、
８
回
の
小
委
員
会
が
開
か

れ
、
在
任
特
例
を
適
用
す
る
案
で
ま
と
ま
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
合
併
協
議
会
で
は
、
こ
の
小
委
員

会
報
告
に
基
づ
く
案
が
否
決
さ
れ
、
今
後
の
調
整

を
合
併
協
議
会
正
、副
会
長
に
委
ね
ら
れ
ま
し
た
。

私
は
、
合
併
協
議
会
会
長
と
し
て
、
副
会
長
と
調

整
を
行
い
、
最
初
の
選
挙
に
限
り
定
数
特
例
を
適

用
す
る
案
を
提
案
し
ま
し
た
が
、
再
び
、
否
決
さ

れ
ま
し
た
。
最
終
的
に
特
例
は
適
用
せ
ず
、
最
初

の
選
挙
に
つ
い
て
、
旧
市
町
村
ご
と
に
選
挙
区
を

設
け
る
こ
と
で
協
議
が
整
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
自
治
推
進
の
具
体
策
と
し
て
、
小

委
員
会
で
は
、
旧
市
町
村
ご
と
に
地
域
審
議
会
を

設
置
す
る
こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
合
併
に
よ
る
地
域
住
民
の
不
安
を
解
消
す

る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
意
見
を
施
策
に
反
映

す
る
た
め
、
合
併
協
議
会
で
も
設
置
を
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

合
併
の
検
証

　

合
併
前
の
５
市
町
村
は
、
元
々
、
山
岳
信
仰
の

聖
地
と
し
て
早
く
か
ら
開
け
た
日
光
と
深
い
つ
な

が
り
を
持
ち
、
江
戸
時
代
に
は
、
そ
の
大
部
分
が

日
光
神
領
と
し
て
ひ
と
つ
の
文
化
圏
を
形
成
し
て

き
た
歴
史
が
あ
り
ま
し
た
。

日
光
市（
栃
木
県
）

国
際
観
光
文
化
都
市「
日
光
」の

飛
躍
に
向
け

　

し
か
し
、
市
域
が
広
大
で
あ
る
た
め
、
同
じ
市

民
で
あ
る
と
い
う
実
感
が
ま
だ
伴
っ
て
い
な
い
よ

う
で
す
。
そ
の
た
め
、
市
民
同
士
が
、
お
祭
り
や

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
を
通
じ
て
、
交
流
を
深

め
な
が
ら
、
ま
た
、
日
光
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
な
ど
、

統
一
し
た
イ
メ
ー
ジ
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
に
よ

り
「
一
体
感
の
醸
成
」
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
一
方
で
、「
地
域
の
均
衡
あ
る
振
興
・
発

展
」
に
取
り
組
む
必
要
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
の
個
性
を
理
解
し
、
そ
の
違
い
を
尊
重
す

る
こ
と
に
よ
り
、
画
一
的
な
地
域
づ
く
り
で
は
な

く
、
多
様
な
個
性
に
立
脚
し
た
「
地
域
の
均
衡
あ

る
振
興
・
発
展
」
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

合
併
し
た
時
点
の
人
口
は
約
９
万
６
０
０
０
人

で
し
た
が
、
10
年
前
と
比
べ
約
４
０
０
０
人
減
少

し
、
さ
ら
に
、
合
併
し
て
３
年
経
過
し
た
現
在
、

約
９
万
３
０
０
０
人
に
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。
人

口
の
減
少
と
と
も
に
、
高
齢
化
の
流
れ
は
よ
り
急

速
に
進
ん
で
お
り
、
特
に
、
周
辺
地
域
に
は
、
い

わ
ゆ
る
限
界
集
落
（
本
市
で
は
高
齢
化
集
落
と
呼

ん
で
い
ま
す
）
が
存
在
し
、
そ
の
対
策
が
必
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
集
落
に
お
い
て
は
、
地

域
社
会
の
基
本
的
な
自
治
基
盤
の
維
持
す
ら
困
難

と
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
少
子
高
齢
化
が

進
む
中
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と

が
で
き
、
高
齢
者
の
経
験
と
技
能
を
生
か
せ
る
社

会
づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、

地
域
社
会
の
基
盤
で
あ
る
自
治
会
に
よ
る
地
域
づ

く
り
活
動
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
市

民
活
動
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
仕
組
み

づ
く
り
を
整
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

合
併
後
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

　

日
光
市
は
、
豊
か
な
自
然
、
多
く
の
歴
史
的
文

化
遺
産
、
温
泉
な
ど
、
各
地
域
が
多
様
な
個
性
に

あ
ふ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
素
晴
ら
し
い
地
域
資
源
に
恵

ま
れ
、
大
い
な
る
可
能
性
を
有
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
地
域
資
源
を
生
か
し
た
観
光
産
業
は
、
本

市
の
基
幹
産
業
の
一
つ
で
す
が
、
長
引
く
不
況
に

よ
り
低
迷
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
打
破
し
活

性
化
さ
せ
る
に
は
、
地
域
資
源
と
、
農
林
水
産
業
、

商
工
業
、
教
育
、
福
祉
、
健
康
な
ど
多
く
の
分
野

と
有
機
的
に
連
携
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
本
年
度
の
組
織
機
構
改
革
に
よ
り
観
光

部
門
を
特
化
し
た｢

観
光
部｣

を
新
設
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
観
光
行
政
の
総
合
的
な
企
画
調

整
を
行
う
と
と
も
に
、
施
設
整
備
、
誘
客
宣
伝
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
担
当
を
明
確
に
し
、
さ
ら
に
国

際
交
流
も
観
光
部
の
所
管
と
し
、
国
際
観
光
文
化

都
市｢

日
光｣

の
更
な
る
飛
躍
に
向
け
、
総
合
的

な
視
点
で
観
光
施
策
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
、
市
民
参

画
は
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
私
は
こ

れ
ま
で
、「
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
市
民（
あ
な
た
）

で
す
」「
市
民
の
皆
さ
ま
に
仕
え
る
事
が
私
の
仕

事
で
す
」
と
い
う
二
つ
の
市
政
経
営
の
基
本
理
念

の
も
と
、
地
方
主
権
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
平
成
20
年
度
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

理
念
を
定
め
た「
日
光
市
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
」

を
施
行
し
ま
し
た
が
、
こ
の
条
例
の
理
念
に
基
づ

き
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
よ

り
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

市町村合併への歩みと未来展望
隔 月 掲 載

合 併 の 経 緯

日光市
面積　1,450 ㎢／人口 92,753 人

平成15年	 7月 任意合併協議会を解散し、「日光
地区合併推進協議会」を設置

平成15年	 9月 日光市が離脱を表明

平成15年	10月 「今市市・足尾町・藤原町・栗山
村合併協議会」を設置

平成15年	12月
第5回合併協議会開催（日光市が
加入、協議会名を「日光地区合併
協議会」と改称）

平成18年	 3月 新「日光市」誕生

平成16年	12月 合併協定書調印

平成15年	 2月
（〜平成15年7月）

第1回任意協議会開催
（〜第4回）

平成13年	12月
各市町村企画・財政担当係長で
構成した「日光地区合併研究会」
が発足

　　AUGUST	2009	市政 48市政	AUGUST	200949

日光市長

斎藤文夫

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、人口は「住民基本台帳」による。

宇都宮市

旧藤原町
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旧今市市
旧日光市

旧足尾町



共
同
事
業
の
さ
ら
な
る
結
実
を
目
指
し

合
併
の
道
を
選
択

　

萩
市
は
、
山
口
県
の
北
部
に
位
置
し
、
北
部
は

阿
武
町
を
と
り
ま
く
形
で
日
本
海
に
面
し
て
お

り
、
沖
合
に
は
、
い
く
つ
か
の
離
島
が
点
在
し
て

い
ま
す
。
内
陸
部
は
多
様
な
地
形
と
広
大
な
面
積

を
有
し
、
主
産
業
は
農
林
水
産
業
や
商
工
観
光
産

業
で
、
地
域
に
よ
り
産
業
構
造
は
異
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
有
能
な
人
材
を

輩
出
し
、
近
代
日
本
の
基
礎
を
築
い
た
維
新
胎
動

の
地
で
あ
り
、
豊
か
な
自
然
と
地
域
の
伝
統
文
化

が
現
在
に
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、
山
口
県
下
で
も
人
口
流
出
に
よ
る
過

疎
化
と
少
子
高
齢
化
の
進
行
が
顕
著
な
地
域
で
あ

り
、
自
主
財
源
や
地
方
交
付
税
の
減
少
な
ど
に
よ

り
財
政
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
昭
和
46
年
か
ら
萩
市
、
川
上
村
、
阿

武
町
、
田
万
川
町
、
む
つ
み
村
、
須
佐
町
、
旭
村
、

福
栄
村
の
１
市
３
町
４
村
で
一
部
事
務
組
合
を
設

置
し
、
先
駆
的
に
共
同
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
が
、
さ
ら
な
る
結
束
を
必
要
と
し
、「
市
町

村
合
併
」
は
当
地
域
が
元
気
で
あ
り
続
け
る
た
め

の
諸
施
策
を
展
開
す
る
一
つ
の
手
段
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
に
よ
り
、
平
成
15
年
２
月
に

１
市
３
町
４
村
に
よ
り
合
併
協
議
会
を
設
置
し
、

住
民
の
意
思
を
行
政
施
策
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ

せ
て
い
く
か
を
最
も
重
要
な
課
題
と
位
置
づ
け
、

協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

協
議
の
中
で
「
萩
広
域
方
式
」
の

シ
ス
テ
ム
構
築
を
模
索

　

合
併
協
議
会
に
お
い
て
は
、
住
民
の
一
体
性
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
産
業
、

伝
統
、
文
化
な
ど
の
特
性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
す
、
い
わ
ゆ
る
「
萩
広
域
方
式
」
の
シ

ス
テ
ム
構
築
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
16
年
３
月
に
は
、
阿
武

町
と
須
佐
町
が
合
併
協
議
会
か
ら
離
脱
し
た
た

め
、
残
る
１
市
１
町
４
村
は
、
住
民
の
福
祉
の
向

上
を
図
る
た
め
に
改
め
て
結
束
を
強
め
、
こ
れ
ま

で
の
協
議
の
積
み
重
ね
を
受
け
継
ぎ
、
萩
広
域
方

式
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
決
意
し
、
新
た
に
合
併

協
議
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
阿
武
町
と
須
佐
町
の
新
た
な
枠
組
み

に
よ
る
合
併
協
議
が
不
調
に
終
わ
っ
た
こ
と
か

ら
、
須
佐
町
は
再
び
広
域
合
併
を
選
択
し
、
最
終

的
に
阿
武
町
を
除
く
１
市
２
町
４
村
に
よ
る
合
併

協
議
会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
当
地
域
の
特
色
で
あ
る
多
様
な
地

形
と
広
大
な
面
積
、
ま
た
産
業
構
造
の
地
域
格
差

な
ど
が
あ
り
、
合
併
協
議
は
、
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

新
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

地
方
自
治
実
現
を
目
指
し
て

　

特
に
農
林
水
産
業
や
商
工
観
光
産
業
に
お
い

て
、
事
業
者
の
自
主
性
と
自
立
性
を
高
め
る
と
と

も
に
、
総
合
的
か
つ
広
域
的
な
観
点
に
立
っ
た
振

興
施
策
の
展
開
が
重
要
で
す
。

　

地
方
分
権
に
お
い
て
は
、
住
民
の
最
も
身
近
な

自
治
体
と
し
て
、多
様
性
・
高
度
化
す
る
住
民
ニ
ー

ズ
に
適
確
に
対
応
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が

大
切
で
あ
り
、
自
治
体
行
政
の
総
合
性
と
専
門
性

が
問
わ
れ
る
な
か
、
行
政
組
織
の
統
合
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
る
職
員
の
行
政
立
案
能
力
の
向
上
や

人
的
資
質
の
効
率
的
活
用
に
よ
り
、
住
民
に
身
近

な
行
政
で
あ
り
続
け
る
た
め
の
よ
り
良
い
シ
ス
テ
ム

構
築
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

合
併
に
よ
り
基
礎
自
治
体
と
し
て
の
体
制
を
整

え
る
こ
と
で
、
行
政
運
営
の
質
を
高
め
、
時
代
の

萩
市（
山
口
県
）

一
体
感
を
醸
成
し
着
実
な
発
展
を
目
指
す

急
激
な
変
化
に
伴
う
少
子
高
齢
化
、
過
疎
化
、
環

境
問
題
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
、
高
度
情
報
化
、

危
機
管
理
な
ど
数
多
く
の
共
通
し
た
行
政
課
題
に

つ
い
て
、
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
・
高
度
化
に
合

わ
せ
て
、
各
地
域
の
生
活
圏
に
合
致
し
た
広
域
的

で
き
め
細
や
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
近
年
、
全
国
的
な
経
済
状
況
の
悪
化
に

よ
り
自
主
財
源
の
充
分
な
確
保
が
難
し
く
な
っ
て

き
て
お
り
、
健
全
な
財
政
状
況
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
は
、
無
駄
な
投
資
を
し
な
い
よ
う
に
心
掛

け
、
主
体
的
か
つ
自
立
的
な
行
政
運
営
を
遂
行
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
に
行
財
政
基
盤
を
強

化
し
、
萩
ら
し
く
個
性
豊
か
で
、
魅
力
的
な
他
市

に
な
い
ま
ち
づ
く
り
の
展
開
が
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

広
大
な
面
積
を
持
っ
た
本
市
に
お
い
て
、
新
時

代
に
ふ
さ
わ
し
い
地
方
自
治
を
実
現
し
て
い
く
た

め
に
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
高
め
、
地
域
特

性
を
活
か
し
た
施
策
を
展
開
し
な
が
ら
新
市
の
一

体
感
を
醸
成
し
、
市
の
将
来
に
わ
た
る
着
実
な
発

展
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

地
域
協
議
会
を
核
に

地
域
の
資
源
を
活
か
す
施
策
を
展
開

　

最
近
の
主
要
な
施
策
に
つ
い
て
で
す
が
、
我
が

国
の
景
気
・
雇
用
情
勢
の
急
速
な
悪
化
に
対
し
、

本
市
に
お
い
て
も
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
、
昨
秋

以
降
か
ら
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
緊
急
保
証
制
度

の
認
定
事
務
を
実
施
し
、
中
小
企
業
の
倒
産
対
策

に
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

離
職
者
な
ど
に
対
し
て
は
、
農
林
水
産
業
の
後

継
者
確
保
も
考
慮
し
、
相
談
を
受
け
、
希
望
さ
れ

る
各
分
野
で
研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
定

額
給
付
金
、
子
育
て
応
援
特
別
手
当
に
つ
い
て
は

県
内
ト
ッ
プ
で
給
付
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

合
併
後
４
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
旧
市
町
村

区
域
毎
に
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、
ま
た
今
年
度

か
ら
は
、地
域
総
合
調
整
担
当
の
理
事
を
配
置
し
、

各
地
域
の
資
源
や
特
色
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り

と
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

地
方
分
権
、
特
に
基
礎
自
治
体
へ
の
分
権
は
、

ま
だ
ま
だ
進
展
し
て
い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

本
市
で
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
再
交
付
や
建
築

確
認
申
請
な
ど
市
民
生
活
に
身
近
な
申
請
手
続
な

ど
の
事
務
処
理
に
つ
い
て
県
か
ら
市
へ
の
権
限
移

譲
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
、
移
譲
率
は
県
下
で
１

位
と
な
っ
て
い
ま
す
。
市
の
行
政
を
預
か
る
も
の

と
し
て
、
地
方
分
権
の
旗
手
た
る
気
概
を
持
っ
て

地
方
分
権
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

県
の
厳
し
い
財
政
運
営
に
よ
り
補
助
金
が
削
減

さ
れ
る
事
業
で
あ
っ
て
も
、
事
業
の
必
要
性
や
市

民
に
多
大
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
を
勘
案
し
、
重

度
心
身
障
害
者
の
医
療
費
助
成
や
有
害
鳥
獣
捕
獲

事
業
な
ど
に
つ
い
て
市
の
財
源
負
担
に
よ
る
補
て

ん
措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
は
、「
補
償
金
免
除
繰
上
償
還
」
や
「
合

併
特
例
債
を
活
用
し
た
基
金
造
成
」
を
行
い
、
健

全
財
政
を
維
持
し
、
継
続
的
な
行
政
基
盤
の
確
立

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
市
政
運
営
に
当
た
っ

て
は
、「
公
正
・
公
平
」
を
旨
と
し
、「
市
民
本
位
」

で
「
市
民
と
の
協
働
」
を
基
本
姿
勢
と
し
な
が
ら
、

市
政
の
発
展
に
誠
心
誠
意
、
力
を
尽
く
し
て
い
き

ま
す
。

市町村合併への歩みと未来展望
合 併 の 経 緯

萩市
面積　698.87 ㎢／人口 54,375 人

平成14年	 7月 萩広域市町村合併調査検討協議
会（任意合併協議会）を設置

平成15年	 2月
1市3町4村「萩市・川上村・阿武町・田万川町・
むつみ村・須佐町・旭村・福栄村」による萩広
域市町村合併協議会（法定合併協議会）を設置

平成16年	 3月
第19回萩広域市町村合併協議会に
おいて阿武町・須佐町が離脱し、
萩広域市町村合併協議会は休止

平成16年	 5月
1市1町4村「萩市・川上村・田万
川町・むつみ村・旭村・福栄村」
による萩広域合併協議会を設置

平成17年	 3月 対等合併により新「萩市」誕生

平成16年	 6月
1市1町4村に須佐町を加え「萩市・川上村・
田万川町・むつみ村・須佐町・旭村・福栄村」
による萩広域７市町村合併協議会を設置

隔 月 掲 載

平成13年	 5月
萩広域市町村合併調査研究会を
発足し、合併先進地視察・合併
シミュレーション報告をする

　　AUGUST	2009	市政 50市政	AUGUST	200951

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、人口は「住民基本台帳」による。

旧田万川町

山口市

旧須佐町

旧川上村
旧むつみ村

旧福栄村

旧萩市

旧旭村

萩市長

野村興兒
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